
































札 幌 大 学 に お い て は2007年 度 か ら
e-Learningシステムとして，帝塚山大学が開
発したTIES（タイズ）の利用を開始した。











































































































































































本 稿 で は， ビ デ オ 問 題 を 挿 入 し た
e-Learningコンテンツを復習用に用い，正課
外学習時間の確保と学習の習熟度の向上を目
指し，「コンピュータ・ネットワーク論」で
効果の測定を試みた。
e-Learningによる復習を成績評価に組み入
れるというインセンティブを与えた事によ
り，週平均１時間程度の学習時間の増加と，
復習による定期試験の正答率の5ポイントの
向上という結果が得られ，本取組の有効性が
示唆されたものと思われる。
多肢選択問題において，受講者が選択肢を
選ぶときの自信度とマウス操作情報との関連
性を調べ，自信度に応じた操作の特徴の抽出
を試みた。いくつかの特徴を見出すことは出
来たので，今後，更にサンプル数を増やし分
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析を進め，学習の習熟度把握に活用できるシ
ステムを構築する予定である。
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